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１－１．概  要 

ＷＡＶＥ ＨＵＮＴＥＲ（本体）は、下図のように、KOBANZAME Explorer が、発信するコマンドによって、制御されて

います。 

 

 図１－１ 状態遷移図 

 

 

 

１－２．通信の概要 

本体とパソコンの通信は、ＲＳ－２３２Ｃを使用して行います。図１－２のように本体とパソコンの通信は、フレーム（３２～４０９６バ

イト）と呼ぶ、データ単位で送受信を行います。本体の通信機能（ハードウェア）は、通常、停止しています。パソコンからコマン

ドを送信する時は、図１－２のようにコマンドフレームを送信する直前に、必ずトリガー（ＡＳＣＩＩコード ８０Ｈ、又は００Ｈ）を送信

して、本体の通信機能を有効にします。本体の通信に使用するフレームは、表１－１の２種類です。 

 

図１－２ ＲＳ－２３２Ｃでの信号の流れ 

 

表１－１ フレームの種類 

 フレ－ムコード フレームの種類 

４０Ｈ コマンドフレーム。パソコンからコマンドを送信する時に使用します。３２バイト／フレームの固定長です。 

６ＮＨ エコーフレーム。（Ｎ＝１～７＝６４～４０９６バイト）コマンドに対する返信フレーム。装置の状態情報やデータをパソコンに送

ります。 
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１－３．動作概要 

図１－２のタイムチャートに、測定時間や測定間隔の定義を示します。本体は測定起動コマンドを、受信する（測定起動）と、測

定開始時刻まで待機状態になります。測定開始時刻になると、測定状態となり、予備測定を１分間行います。その後、データを

サンプルします。測定時間を過ぎると、測定を終了し、再び待機状態になります。測定条件が変更されるまで、同じ動作を繰り

返します。連続測定をする時は、測定時間と測定間隔の値を、等しく設定します。連続測定の場合、図１－２の予備測定は最

初の１回目だけあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３ ＷＡＶＥ ＨＵＮＴＥＲの動作タイムチャート 
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２－１．チェックコマンドフレーム（コード００） 

本体の状態を取得します。本体は装置の状態を調査して、情報をエコーフレーム（コード０４又は０７）で返信します。 

２－２．測定起動コマンドフレーム（コード８１） 

本体の測定状態を変更するために、パラメーター（表２－１、２－３参照）を送信し、設定します。本体は、設定変更後、エコーフレームを返信します。本体が、保管状態、待機状態の時は、すぐに変

更を受付けます。測定状態の時は、その測定が終了後、変更を受付けます。本体が保管状態から測定を起動する場合は、時計合わせを行います。測定開始時分、年月日時分秒（表２－３参照）を

正確にセットして下さい。測定開始時分が０時０分の場合、このコマンドを受信後、すぐに予備測定を開始します。測定開始時分は、いつも有効に働きます。注意して下さい。（測定起動後の測定開

始時刻：０時０分は無視されます。） 

２－３．通信コマンドフレーム（コード０２） 

本体の通信速度の変更（表２－２参照）、通信速度を変更した時は、エコーフレームはありません。チェックコマンドで変更を確認します。 

２－４．測定停止コマンドフレーム（コード０３） 

本体の測定を停止して保管状態（図１－３参照）にします。エコーフレーム（コード０４）を返信します。 

２－５．回収コマンドフレーム（コード０４） 

本体からデータを回収します。データが、とぎれた時点で終了です。回収開始と終了測定番号を指定した場合は、データを部分的に回収できます。（表２－５参照） 

 

表２－１ コマンドフレームの説明 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29       31 

４

０ 

機械番号 

Ｔｐ 

測定開始

分／時 

Ｃｎ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

開始アドレス

Ａ０～Ａ１５

開始アドレス

Ａ１６～Ａ３１

出力終了 

測定番号 

出力開始

測定番号

０ 

０ 

測定時間

測定間隔

測定パラメ

ータ M1/M2

秒分時日月年 

6+6+5+5+4+4+2bit

Ｈ

Ｐ

 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ４０Ｈ フレームコード＝４０Ｈをセットします 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値をセットします。機械番号２５５は全ての装置で有効です。 

２ 通信パラメータ（Ｔｐ） ビット単位 通信パラメータＴｐをセットします。（表２－２） 

３ 測定開始時刻（分） ０～５９ 予備測定を開始する時刻（分）をセットします。（図１－３参照） 

４          （時） ０～２３                 （時） 

００Ｈ（チェックコマンド） ００Ｈ＝エコーフレーム（コード０４）を返信 

１０Ｈ＝装置情報フレーム（コード０７）を返信 

５ コマンドコード（Ｃｎ） 

（表２－２参照） 

８１Ｈ（測定起動コマンド） ８１Ｈ：起動時に本体の時計を合わせます。（保管状態の起動時のみ有効） 

０１Ｈ：本体の時計合せをしません。 

６～１１ ゼロ（０） ０  

１３，１４ 回収開始アドレス 

Ａ０～Ａ１５ 

００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ 回収を開始するアドレスを指定できます。００００００００Ｈを指定すると、データメモリを全て回収します。 

７４Ｈ（メモリスナップショット）コマンド時は、オフセットアドレス（１３，１４）とセグメントアドレス（１５，１６） 
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１５，１６ 回収開始アドレス 

Ａ１６～Ａ３１ 

００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ 

１７，１８ 出力終了測定番号 ０～１６３８０ 回収を、終了する測定番号をセットします。ゼロは最後の測定番号です。 

１９，２０ 出力開始測定番号 ０～１６３８０ 回収を、開始する測定番号をセットします。マイナス値はーＮ回前の意味。 

２１，２２ ゼロ（０） ０  

２３ 測定時間 １～６０ 図１－３の測定時間（分）をセットします 

２４ 測定間隔 １～２５５ 図１－３の測定間隔（分）をセットします 

２５ 測定パラメーター（Ｍ１） ビットのＯＮ／ＯＦＦ 測定パラメーター（Ｍ１）をセットします。（表２－３参照） 

２６            （Ｍ２） ビットのＯＮ／ＯＦＦ            （Ｍ２）          （表２－３参照） 

２７ ２８ 

２９ ３０ 

時刻（時分） 

日付（年月日） 

ビット単位 パソコンの時計の値（日付と現在時刻）をセットします。（表２－４参照） 

 

表２－２ 通信パラメータ（ＴＰ）／コマンドコードの説明 

Ｔｐ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味  Ｃｎ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７  ２７ 

２６  ２６ 

２５  ２５ 

２４ 

通信速度（ＢＰＳ）、規定値＝５＝３８４００（設定は通信コマンドフレームのみ有効） 

０＝１２００  １＝２４００  ２=４８００  ３、１１＝９６００  ４、１２＝１９２００ 

５、１３＝３８４００  ６、１４＝５７６００  ７、１５＝１１５２００ 

８＝２３０４００  ９＝４６０８００  １０＝９２１６０００  ２４ 

 

各コマンド別に定義 

２３    ２３ 

２２  ２２ 

２１  ２１ 

２０ 

回収フレーム長（バイト）、（設定は回収コマンドフレームのみ有効） 

０＝３２  ２＝１２８  ４＝５１２   ６＝２０４８ 

１＝６４  ３＝２５６  ５＝１０２４  ７＝４０９６  ２０ 

０：チェックコマンド      ４：回収コマンド 

１：測定起動コマンド     ５：―――― 

２：通信コマンド        ６：―――― 

３：測定停止コマンド     ７：リセットコマンド 

 

表２－３ 測定パラメーターＭ１／Ｍ２の説明 

Ｍ１ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味  Ｍ２ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７ 上向設置 下向設置  ２７   

２６ 固定設置 吊下設置  ２６   

２５ Ｘ・Ｙ流速 Ｅ・Ｎ流速  ２５   

２４    ２４   

２３    ２３ チャンネル４のデータを収録します チャンネル４のデータは収録しません 

２２    ２２ チャンネル３のデータを収録します チャンネル３のデータは収録しません 

２１  ２１ チャンネル２のデータを収録します チャンネル２のデータは収録しません 

２０ 

サンプル間隔 

４＝０．０５ｓｅｃ  ３＝０．１ｓｅｃ  ２＝０．２ｓｅｃ  １＝０．５ｓｅｃ  ０＝１．０ｓｅｃ  ２０ チャンネル１のデータを収録します チャンネル１のデータは収録しません 
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表２－４ 日時のビットフォーマットの説明 

２７ 値の配置 ２８ 値の配置 ２９ 値の配置 ３０ 値の配置 

２７ ２１ ２７ ２３ ２７ ２１ ２７ 未定 

２６ ２０      分 ２６ ２２ ２６ ２０      月 ２６ テーブル番号（０ ｏｒ １） 

２５ ２５      秒(0～59) ２５ ２１ ２５ ２４      日(1～31) ２５ ２３      年(0～15,2000～2015) 

２４ ２４ ２４ ２０      時 ２４ ２３ ２４ ２２ 

２３ ２３ ２３ ２５      分(0～59) ２３ ２２ ２３ ２１ 

２２ ２２ ２２ ２４ ２２ ２１ ２２ ２０      年 

２１ ２１ ２１ ２３ ２１ ２０      日 ２１ ２３      月(1～12) 

２０ ２０      秒 ２０ ２２ ２０ ２４      時(0～23) ２０ ２２ 

表２－５ 回収コマンドコードの追加説明 

Ｃｎ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７ 本体の時計あわせを実行 時計あわせをしない 

２６ 

２５ 

２４ 

回収方法 

０＝モニタ停止 ２＝Ａ／Ｄ調整モニタ開始 ４＝アドレス指定回収   ６=時計合せ 

１=モニタ開始  ３＝自動停止モニタ開始  ５＝測定番号指定回収  ７＝snap shot

２３ ０  

２２ １  

２１ ０  

２０ ０  

 

２－６ リセットコマンドフレーム（コード０７） 

本体を初期化します。返信フレームはありません。保管状態の時有効です。その他の状態では、無視されます。リセットコマンド（０７Ｈ）では、データメモリの内容は、保持されています。このコマンド

を実行すると、本体の動作確認ランプが、１０秒間点灯します。リセットコマンド（４７Ｈ）で、データメモリを消去します。この場合は、本体の動作確認ランプが、３０～６０秒間点灯します。 

表２－６ リセットコマンドの追加説明 

Ｃｎ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７ 

２６ 

２５ 

２４ 

リセット機能 

０＝本体リセット      ３=―――        ６＝SD 再生フォーマット 

１＝ＳＤダンプモード   ４=SD メモリクリア    ７＝係数情報書込み 

２＝プログラムロード   ５＝SD ファイル追加  ８=製造情報書込み 

２３ ０  

２２ １  

２１ １  

２０ １  
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リセットコマンドコード７７の説明（係数情報の変更） 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29       31 

４

０ 

機械番号 

０ 

測定要素

 

７７ 

 

ＣＨ１ 

Ａ 

ＣＨ１ 

Ｂ 

ＣＨ１ 

Ｚｅｒｏ 

ＣＨ２ 

Ａ 

ＣＨ２ 

Ｂ 

ＣＨ２ 

Ｚｅｒｏ 

ＣＨ３ 

Ａ 

ＣＨ３ 

Ｂ 

ＣＨ３ 

Ｚｅｒｏ 

ＣＨ４ 

Ａ 

ＣＨ４ 

Ｂ 

ＣＨ４

Ｚｅｒｏ

Ｈ

Ｐ

 

表２－７ リセットコマンド（コード７７：係数情報の変更）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ４０Ｈ フレームコード＝４０Ｈをセットします 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値をセットします 

２ ０（ゼロ） ０  

３，４ 測定要素 ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ ｂｉｔ０～ｂｉｔ３＝ＣＨ１、ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝ＣＨ２、ｂｉｔ８～ｂｉｔ１１＝ＣＨ３、ｂｉｔ１２～ｂｉｔ１５＝ＣＨ４、 

５ コマンドコード（Ｃｎ） ７７Ｈ リセットコマンド＝７７Ｈをセットします。 

６ ０   

７～１２ ＣＨ１の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

１３～１８ ＣＨ２の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

１９～２４ ＣＨ３の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

２５～３０ ＣＨ４の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

３１ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～３０バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 

 

リセットコマンドコード８７の説明（装置情報の変更） 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29       31 

４

０ 

機械番号 

Ｔｐ 

０ 

０ 

８７ 

送信回数 

自動送信 

時刻 

０ 

０ 

０ 

送信間隔

０ 

０ 

タイムシェア

０ 

フィルター数 

０ 

電池限界値

ＭＳ初期値

ＡＣＫタイム

Ｎ回前送信

０ 

OPFlag 

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

M1/M2 

予備ＯＮ

ＲＴＣ補正

０ 

０ 

Ｈ

Ｐ

 

表２－８ リセットコマンド（コード８７：装置情報の変更）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ４０Ｈ フレームコード＝４０Ｈをセットします 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値をセットします 

２ 通信パラメータ（Ｔｐ） ０～２５５ 初期値、通信速度の設定。表２－９ 

３，４ ０   

５ コマンドコード（Ｃｎ） ８７Ｈ  

６ Ｎ回分自動送信（送信回数） ０～１５ ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝本体からの自動データ送信時の送信測定回数 

７，８ 自動送信時刻 ０～５９、０～２３ 下位バイト＝自動送信の基本時刻（分）。上位バイト＝時。 

９，１０ ０   
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１１，１２ 自動送信間隔 ０～２５５、 下位バイト＝０。上位バイト＝自動送信間隔（分） 

１３，１４    

１５，１６ タイムシェア 0～１５ 下位バイト＝送信タイムシェアー 

１７，１８ フィルター数 ０～７ 下位バイト＝フィルター強度 

１９ 電池限界値 ０～２５５ 測定用バッテリーの限界電圧値（３．０Ｖ＝３０） 

２０ ＭＳ  測定フラグＭＳ。表２－９参照 

２１ ＡＣＫタイム １～６０ ＡＣＫハンドシェイク送受信のタイムアウト時間（規定値=１０秒） 

２２ Ｎ回前自動送信 ０～２５５ Ｎ回前自動送信（規定値＝１回） 

２３ ０  オーバーライトデータの収録遅延時間（分） 

２４ ＯＰＦｌａｇ オプションフラグ  表２－１０参照 

２５ 測定パラメーター（Ｍ１） ビットのＯＮ／ＯＦＦ 測定パラメーター（Ｍ１）をセットします。（表２－３） 

２６            （Ｍ２） ビットのＯＮ／ＯＦＦ            （Ｍ２）          （表２－３） 

２７ 予備ＯＮ ０～６０ 予備測定（６０秒）時、どの時点から、測定回路に電源をいれるかを時刻（秒）で指定します 

２８ ＲＴＣ補正 ０～２５５ 本体のＲＴＣの補正値をセットします 

２９、３０ ０   

３１ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～３０バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 

表２－９ 初期通信速度／ＭＳフラグの説明 

Ｔｐ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味  ＭＳ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７    ２７   

２６  ２６ メモリローテーションを実行 メモリローテーションしない 

２５  ２５   

２４ 

初期通信速度（ＢＰＳ）、規定値＝５＝３８４００ 

０＝１２００  ２＝４８００  ４＝１９２００  ６＝５７６００ 

１＝２４００  ３＝９６００  ５＝３８４００  ７＝１１５２００  ２４   

２３    ２３ ０  

２２  ２２ ０  

２１  ２１ ０  

２０ 

 

 ２０ １＝保管状態（初期状態の指定）  

表２－１０ オプションの説明 

ＯＰ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味   ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７ 処理機能ＯＮ（オプション） 処理機能ＯＦＦ  ２７   

２６ 同期機能ＯＮ（オプション） 同期機能ＯＦＦ（オプション）  ２６   

２５ 通信機能ＯＮ（オプション） 通信機能ＯＦＦ（オプション）  ２５   

２４ ＵＷＳフィルターＯＮ ＵＷＳフィルターＯＦＦ  ２４   

２３ 真水ＯＮ 真水ＯＦＦ  ２３   

２２ パリティＯＮ パリティＯＦＦ  ２２   

２１ 同期出力ＯＮ 同期出力ＯＦＦ  ２１   

２０ 自動送信ＯＮ 自動送信ＯＦＦ  ２０ １  
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３－１．エコーフレーム（コード０４） 

コマンドフレームに対する本体からの返信フレームです。下記のフォーマットになります。 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29 

６

１ 

機械番号 

ＦＳ 

測定開始

時刻 

測定要素 自動送信 

時刻 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

ＣＨ５(水温)

 

０ 

ﾒﾓﾘ使用量 

ﾊﾞｯﾃﾘ電圧

ＭＳ 

測定番号

 

測定時間

測定間隔

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

M1/M2 

秒分時日月年 

6+6+5+5+4+4+2bit 

31       33           35 37          39   41    43     45      47        49          51           53           55           57           59          61         63 

ＣＨ１ 

Ｒ０ 

ＣＨ２ 

Ｒ０ 

ＣＨ３ 

Ｒ０ 

ＣＨ４ 

Ｒ０ 

ＣＨ１ 

Ｒ１ 

ＣＨ２ 

Ｒ１ 

ＣＨ３ 

Ｒ１ 

ＣＨ４ 

Ｒ１ 

ＣＨ１ 

Ｒ２ 

ＣＨ２ 

Ｒ２ 

ＣＨ３ 

Ｒ２ 

ＣＨ４ 

Ｒ２ 

ＣＨ１ 

Ｒ３ 

ＣＨ２ 

Ｒ３ 

ＣＨ３ 

Ｒ３ 

ＣＨ４ 

Ｒ３ 

Ｈ

Ｐ 

 

表３－１ エコーフレーム（コード０４）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ６１Ｈ フレームコード＝６１ 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

２ フレームステータス（ＦＳ） ０～２５５ 通信速度とフレームコード。表３－２参照 

３、４ 測定開始時刻（分／時） ０～５９、０～２３ 下位バイト＝次に予備測定を開始する時刻（分）。上位バイト＝時。（図１－２参照） 

５，６ 測定要素 ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ ｂｉｔ０～ｂｉｔ３＝ＣＨ１、ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝ＣＨ２、ｂｉｔ８～ｂｉｔ１１＝ＣＨ３、ｂｉｔ１２～ｂｉｔ１５＝ＣＨ４、 

７，８ 自動送信ＯＮ時刻（分／時） ０～５９、０～２３ 下位バイト＝次の自動送信時刻（分）。上位バイト＝時。 

９～１４ ０   

１５，１６ ＣＨ５（水温）  チャンネル５のサンプル値（瞬時値）。通常、水温（×０．０１℃） 

１７ バッテリ電圧 ０～２５５ 測定用バッテリー電圧（×０．１Ｖ） 

１８ メモリ使用量 ０～１００ 本体のデータメモリの使用量（％） 

１９ ０   

２０ ＭＳ  測定フラグ、表３－２参照 

２１、２２ 測定番号 ０～１６３８０ 測定中もしくは、測定終了した測定番号 

２３、２４ 測定時間／測定間隔 １～６０、１～２５５ 下位バイト＝測定時間（分）。上位バイト＝測定間隔（分） 

２５、２６ 測定パラメーター（Ｍ１／Ｍ２）  測定パラメーター（Ｍ１／Ｍ２）表３－３参照 

２７ ２８ 

２９ ３０ 

時刻（時分） 

日付（年月日） 

ビット単位 本体の時計の値（日付と現在時刻）。（表２－４参照） 

３１～３８ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ０  各チャンネルの最新のサンプル値 

３９～４６ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ１  各チャンネルの１サンプル前の値（０．５秒前） 

４７～５４ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ２  各チャンネルの２サンプル前の値（１．０秒前） 

５５～６２ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ３  各チャンネルの３サンプル前の値（１．５秒前） 

６３ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～６２バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 
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表３－２ フレームステータス／測定フラグの説明 

ＦＳ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味  ＭＳ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７    ２７   

２６  ２６ Ａ／Ｄ調整モニタフレーム出力中  

２５  ２５ モニタフレーム出力中  

２４ 

通信速度（ＢＰＳ）、規定値＝５＝３８４００（設定は通信コマンドフレームのみ有効） 

０＝１２００  ２＝４８００  ４＝１９２００  ６＝５７６００ 

１＝２４００  ３＝９６００  ５＝３８４００  ７＝１１５２００  ２４ 予備測定終了 予備測定未終了＝０ 

２３ 自動送信フレームＯＮ 自動送信フレームＯＦＦ  ２３ 本測定状態  

２２  ２２ 予備測定状態  

２１  ２１ 待機状態  

２０ 

フレームＮｏ． 

０＝――  ２＝圧縮フレーム  ４＝エコーフレーム  ６＝A/D 調整フレーム 

１＝――  ３＝圧縮ヘッダー  ５＝モニタフレーム  ７＝装置情報フレーム  ２０ 保管状態  

 

表３－３ 測定パラメータＭ１／Ｍ２の説明 

Ｍ１ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味  Ｍ２ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７ 上向設置 下向設置  ２７ 

２６ 固定設置 吊下設置  ２６ 

２５ Ｘ・Ｙ流速 Ｅ・Ｎ流速  ２５ 

２４    ２４ 

プログラムバージョン 

１＝波高・波向計  ３＝酸素・塩分計  ５＝波高・波向計 

２＝風向・風速計  ４＝風向・風速計  １２＝ＷＨ０８ 

２３    ２３ チャンネル４のデータを収録 チャンネル４のデータは未収録 

２２    ２２ チャンネル３のデータを収録 チャンネル３のデータは未収録 

２１  ２１ チャンネル２のデータを収録 チャンネル２のデータは未収録 

２０ 

サンプル間隔 ３＝０．１ｓｅｃ  ２＝０．２ｓｅｃ  １＝０．５ｓｅｃ  ０＝１．０ｓｅｃ 

 ２０ チャンネル１のデータを収録 チャンネル１のデータは未収録 

 

３－２．モニタフレーム（コード０５） 

本体のモニタ時の出力フレームです。下記のフォーマットになります。エコーフレームと変わりませんが、フレーム長とフレームコードが異なります。 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29 

６

２ 

機械番号 

ＦＳ 

測定開始

時刻 

測定要素 自動送信 

時刻 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

ＣＨ５(水温)

 

０ 

ﾒﾓﾘ使用量 

ﾊﾞｯﾃﾘ電圧

ＭＳ 

測定番号

 

測定時間

測定間隔

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

M1/M2 

秒分時日月年 

6+6+5+5+4+4+2bit 

31       33           35 37          39   41    43     45      47        49          51                        119           121          123         125         127 

ＣＨ１ 

Ｒ０ 

ＣＨ２ 

Ｒ０ 

ＣＨ３ 

Ｒ０ 

ＣＨ４ 

Ｒ０ 

ＣＨ１ 

Ｒ１ 

ＣＨ２ 

Ｒ１ 

ＣＨ３ 

Ｒ１ 

ＣＨ４ 

Ｒ１ 

ＣＨ１ 

Ｒ２ 

ＣＨ２ 

Ｒ２ 

  ＣＨ１ 

Ｒ１１ 

ＣＨ２ 

Ｒ１１ 

ＣＨ３ 

Ｒ１１ 

ＣＨ４ 

Ｒ１１ 

Ｈ

Ｐ 
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表３－４ モニタフレーム（コード０５）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ６２Ｈ フレームコード＝６２ 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

２ 通信パラメータ（Ｔｐ） ０～２５５ 通信速度とフレームコード。表３－２参照 

 

エコーフレームと同等の内容 

 

３～３０ 

 

３１～３８ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ０  各チャンネルの最新のサンプル値 

３９～４６ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ１  各チャンネルの１サンプル前の値（０．５秒前） 

    

１１９～１２６ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ１１  各チャンネルの１１サンプル前の値（５．５秒前） 

１２７ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～１２６バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 

 

３－３．Ａ／Ｄ調整フレーム（コード０６） 

KOBANZAME のモＡ／Ｄ調整時の出力フレームです。下記のフォーマットになります。モニタフレームと変わりませんが、フレームＮｏとＣＨ５～ＣＨ８のサンプルデータが追加されています。 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29 

６

２ 

機械番号 

ＦＳ 

測定開始

時刻 

測定要素 自動送信 

時刻 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

ＣＨ５(水温)

 

０ 

ﾒﾓﾘ使用量 

ﾊﾞｯﾃﾘ電圧

ＭＳ 

測定番号

 

測定時間

測定間隔

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

M1/M2 

秒分時日月年 

6+6+5+5+4+4+2bit 

31       33           35 37          39   41    43     45      47        49          51                        119           121          123         125         127 

ＣＨ５ 

Ｒ０ 

ＣＨ６ 

Ｒ０ 

ＣＨ７ 

Ｒ０ 

ＣＨ８ 

Ｒ０ 

ＣＨ１ 

Ｒ０ 

ＣＨ２ 

Ｒ０ 

ＣＨ３ 

Ｒ０ 

ＣＨ４ 

Ｒ０ 

ＣＨ１ 

Ｒ１ 

ＣＨ２ 

Ｒ１ 

  ＣＨ１ 

Ｒ１０ 

ＣＨ２ 

Ｒ１０ 

ＣＨ３ 

Ｒ１０ 

ＣＨ４ 

Ｒ１０ 

Ｈ

Ｐ 

 

表３－５ Ａ／Ｄ調整フレーム（コード０６）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ６２Ｈ フレームコード＝６２ 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

２ 通信パラメータ（Ｔｐ） ０～２５５ 通信速度とフレームコード。表３－２参照 

 

エコーフレームと同等の内容 

 

３～３０ 

 

３１～３８ ＣＨ５～ＣＨ８、Ｒ０  ＣＨ５～ＣＨ８の最新のサンプル値 

３９～４６ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ０  ＣＨ１～ＣＨ４の最新のサンプル値 
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１１９～１２６ ＣＨ１～ＣＨ４、Ｒ１０  ＣＨ１～ＣＨ４の１０サンプル前の値（５．０秒前） 

１２７ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～１２６バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 

 

 

３－４．装置情報フレーム（コード０７） 

KOBANZAME が装置情報を出力するフレームです。係数情報も含まれています。 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29       31 

６

１ 

機械番号 

ＦＳ 

０ 

０ 

０ 

送信回数 

自動送信 

時刻 

０ 

０ 

０ 

送信間隔

０ 

０ 

タイムシェア

０ 

フィルタ数 

０ 

電池限界値

ＭＳ 

ＡＣＫタイム

Ｎ回前送信

０ 

ＯＰＦｌａｇ

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

M1/M2 

予備ＯＮ

ＲＴＣ補正

００ Ｈ

Ｐ

31       33           35 37          39   41    43     45      47        49          51           53           55           57           59          61         63 

ＣＨ１ 

Ａ 

ＣＨ１ 

Ｂ 

ＣＨ１ 

Ｚｅｒｏ 

ＣＨ２ 

Ａ 

ＣＨ２ 

Ｂ 

ＣＨ２ 

Ｚｅｒｏ 

ＣＨ３ 

Ａ 

ＣＨ３ 

Ｂ 

ＣＨ３ 

Ｚｅｒｏ 

ＣＨ４ 

Ａ 

ＣＨ４ 

Ｂ 

ＣＨ４ 

Ｚｅｒｏ 

プローブＮｏ

０ 

測定要素

 

０ 

０ 

０ 

製造年月 

Ｈ

Ｐ 

 

表３－６ 装置情報フレーム（コード０７）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ６１Ｈ フレームコード＝６１ 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値をセットします 

２ 通信パラメータ（Ｔｐ） ０～２５５ 初期値、通信速度とフレーム長の設定。表３－７参照 

３，４ ０   

５ ０   

６ Ｎ回分自動送信（送信回数） ０～１５ ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝本体からの自動データ送信時の送信測定回数 

７，８ 自動送信時刻 ０～５９、０～２３ 下位バイト＝自動送信の基本時刻（分）。上位バイト＝時。 

９，１０ ０   

１１，１２ 自動送信間隔 ０～２５５ 下位バイト＝０。上位バイト＝自動送信間隔（分） 

１３，１４ ０   

１５，１６ タイムシェア 0～１５ 下位バイト＝送信タイムシェアー 

１７，１８ フィルター数  下位バイト＝フィルター強度 

１９ 電池限界値 ０～２５５ 測定用バッテリーの限界電圧値（３．０Ｖ＝３０） 

２０ ＭＳ  測定フラグＭＳ。表３－７参照 

２１ ＡＣＫタイム １～６０ ＡＣＫハンドシェイク送受信のタイムアウト時間（規定値=１０秒） 

２２ Ｎ回前自動送信 ０～２５５ Ｎ回前自動送信（規定値＝１回） 

２３ ０   

２４ ＯＰＦｌａｇ オプションフラグ  表２－１０参照 
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２５ 測定パラメーター（Ｍ１） ビットのＯＮ／ＯＦＦ 測定パラメーター（Ｍ１）をセットします。（表３－３参照） 

２６            （Ｍ２） ビットのＯＮ／ＯＦＦ            （Ｍ２）          （表３－３参照） 

２７ 予備ＯＮ ０～６０ 予備測定（６０秒）時、どの時点から、測定回路に電源の入る時刻（秒） 

２８ ＲＴＣ補正 ０～２５５ 本体のＲＴＣの補正値 

２９、３０ ０   

３１～３６ ＣＨ１の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

３７～４２ ＣＨ２の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

４３～４８ ＣＨ３の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

４９～５４ ＣＨ４の係数情報  Ｎ＝Ａｘ＋Ｂの値、Ｚｅｒｏはオートゼロ補正値 

５５ プローブＮｏ ０～２５５ 検定データのプローブ製造番号 

５６ ゼロ ０  

５７、５８ 測定要素 ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ ｂｉｔ０～ｂｉｔ３＝ＣＨ１、ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝ＣＨ２、ｂｉｔ８～ｂｉｔ１１＝ＣＨ３、ｂｉｔ１２～ｂｉｔ１５＝ＣＨ４、 

５９ 充電量  リセットからの携帯電話充電量（ｍＡＨ） 

６１ ＢＢ数 ０～２５５ Ｋ９Ｆ５６０８のバッドブロック数 

６２ 製造年月  ｂｉｔ０～ｂｉｔ３＝月、ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝年（２０００年＝０） 

６３ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～６２バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 

 

表３－７ 初期通信パラメータ（ＴＰ）／ＭＳ 

Ｔｐ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味  ＭＳ ON(1)の意味 OＦＦ(０)の意味 

２７    ２７   

２６  ２６ メモリローテーションを実行 メモリローテーションしない 

２５  ２５   

２４ 

初期通信速度（ＢＰＳ）、規定値＝５＝３８４００ 

０＝１２００  ２＝４８００  ４＝１９２００  ６＝５７６００ 

１＝２４００  ３＝９６００  ５＝３８４００  ７＝１１５２００  ２４   

２３    ２３ ０  

２２  ２２ ０  

２１  ２１ ０  

２０ 

回収フレーム長（バイト） 

０＝３２  ２＝１２８  ４＝５１２   ６＝２０４８ 

１＝６４  ３＝２５６  ５＝１０２４  ７＝４０９６  ２０ １（初期状態＝保管状態）  

 

 

３－５．圧縮フレーム（コード０２） 

本体がデータ回収時に送信する圧縮フレームです。本体のデータメモリを、そのまま送信しています 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｎ－１ 

６

５ 

機械番号 

ＦＳ 

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ

Ａ０～Ａ１５

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ 

Ａ１６～Ａ３１ 

          ←←←← 圧縮データ   →→→→    Ｈ

Ｐ
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表３－８ 圧縮フレーム（こーど０２）の説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ６５Ｈ レームコード＝６５Ｈになります。（フレーム長＝１０２４バイトの場合） 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

２ Ｆ（Ｆｒａｍｅ）ステータス ２，３ ３＝各測定のヘッダー情報を含む最初のフレーム。２＝それに続くデータフレーム 

３，４ メモリアドレス Ａ０～Ａ１５ ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ データメモリのアドレス。この値を元にパソコンのハードディスクに圧縮ファイルを作ります。 

５，６ メモリアドレス Ａ１６～Ａ３１ ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ データメモリのアドレス。 

７～Ｎ－２ 測定データ（圧縮データ）  データメモリから読み出した圧縮データです。 

Ｎ－１ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～Ｎ－２バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 

 

３－６．圧縮ヘッダー（コード０３） 

本体がデータ回収時、各測定データ先頭に送信する圧縮フレームです。ヘッダー情報を含んでいます。 

0  1   3    5     7       9       11        13         15          17           19           21          23           25   27         29 

６

５ 

機械番号 

ＦＳ 

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ

Ａ０～Ａ１５

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ 

Ａ１６～Ａ３１ 

測定要素 パルス幅

ＵＳＦｌａｇ１

送信パワー

受信感度

平均方位

（°） 

平均水温

×０．０１℃

機械番号 

ﾒﾓﾘ使用量 

バッテリ電圧

ＭＳ 

測定番号

 

測定時間

測定間隔

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

M1/M2 

秒分時日月年 

6+6+5+5+4+4+2bit 

31         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｎ－１ 

          ←←←← 圧縮データ   →→→→   Ｈ

Ｐ

 

表３－９ 圧縮ヘッダー（コード０３）フレームの説明 

位置 項 目 名 値 説        明 

０ フレームコード（Ｆｃ） ６５Ｈ レームコード＝６５Ｈになります。（フレーム長＝１０２４バイトの場合） 

１ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

２ フレームステータス ３ ３＝各測定のヘッダー情報を含む最初のフレーム（表３－２参照） 

３，４ メモリアドレス Ａ０～Ａ１５ ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ データメモリのアドレス。この値を元にパソコンのハードディスクに圧縮ファイルを作ります。 

５，６ メモリアドレス Ａ１６～Ａ３１ ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ データメモリのアドレス。 

７，８ 測定要素 ００００Ｈ～ＦＦＦＦＨ ｂｉｔ０～ｂｉｔ３＝ＣＨ１、ｂｉｔ４～ｂｉｔ７＝ＣＨ２、ｂｉｔ８～ｂｉｔ１１＝ＣＨ３、ｂｉｔ１２～ｂｉｔ１５＝ＣＨ４、 

９ 受信パルス幅（ＵＷＳ） １～２５５ｃｍ 超音波ユニット情報 

１０ ＵＳＦｌａｇ１（ＵＷＳ） ビット単位 超音波ユニット情報（別紙参照） 

１１ 送信パワーレベル（ＵＷＳ） １～２５５ 超音波ユニット情報 

１２ 受信感度レベル（ＵＷＳ） １～１２７ 超音波ユニット情報 

１３，１４ 平均方位 ０～３５９ チャンネル６のサンプル値（１分平均値）。通常、方位（°） 

１５，１６ 平均水温  チャンネル５のサンプル値（１分平均値）。通常、水温（×０．０１℃） 
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１７ 機械番号 ０～２５５ 機械番号の下３桁の値 

１８ メモリ使用量 ０～１００ 本体のデータメモリの使用量（％） 

１９ バッテリ電圧 ０～２５５ 測定用バッテリー電圧（×０．１Ｖ） 

２０ ＭＳ  測定フラグ。表３－２参照 

２１、２２ 測定番号 ０～１６３８０ 測定中もしくは、測定終了した測定番号 

２３、２４ 測定時間／測定間隔 １～６０、１～２５５ 下位バイト＝測定時間（分）。上位バイト＝測定間隔（分） 

２５、２６ 測定パラメーター（Ｍ１／Ｍ２）  測定パラメーター（Ｍ１／Ｍ２）。表３－３参照 

２７ ２８ 

２９ ３０ 

時刻（時分） 

日付（年月日） 

ビット単位 データの本測定開始日時（日付と現在時刻）表２－４参照。 

３１～Ｎ－２ 測定データ（圧縮データ）  データメモリから読み出した圧縮データです。 

Ｎ－１ 水平パリティー（ＨＰ） ０～２５５ 初期値をＦＦＨとして０～Ｎ－２バイトまでの排他的論理和（ＸＯＲ）を計算した値 
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４－１．コマンドの送受信手順 

本体のコマンドは図４－１のプロセスで送信と返信が行われます。 

 

図４－１．コマンドの送受信 

 

 

 

①送信フレームを生成する 

パソコンのプログラムでは、３２バイトの符号無し配列（ＢＡＳＩＣでは文字列変数）を用意して、コマンドフレームを配列にセットし

ます。 

②水平パリティの生成とチェック 

下記の計算をして水平パリティを決定して、セットします。（Frame()は符号無しのバイト配列） 

Frame(31)=&HFF XOR Frame(0) XOR Frame(1) XOR Frame(2) XOR  ･････  Frame(29) XOR Frame(30) 

③トリガーとコマンドを送信する 

コマンドの送信に先立ち、トリガーを１バイト（３８Ｈ）送信します。トリガーの送信、約２００ｍｓ後にコマンドフレームを Frame(0)か

ら順に Frame(31)まで、連続して送信します。 

④本体の動作 

本体はコマンドフレームを受信すると解析し、直ちにコマンドに従い動作します。 

⑤エコーフレームを返信する 

⑥エコーフレームを受信する 

受信したフレームは②の要領で水平パリティをチェックしてからデータを使用して下さい。 
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５－１．圧縮フレームの受信方法 

パソコンは、下の手順でハンドシェイクしながら、データフレームを送受信します。本体は回収コマンドを受信すると、すぐに最初のデータフレーム(最初はヘッダーを含んだフレーム)を出力します 

 

↓ 

６

５ 

機械番号 

ＦＳ 

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ

A0～A15

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ 

A16～A31 

          ←←←← 圧縮ﾃﾞｰﾀ   →→→→    H

P

パソコンで受信処理を終了したらＡＣＫ＝０６Ｈを本体に返信する。本体は、ＡＣＫを受信すると次のフレームを送信する 

 

↓ 

６

５ 

機械番号 

ＦＳ 

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ

A0～A15

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ 

A16～A31 

          ←←←← 圧縮ﾃﾞｰﾀ   →→→→    H

P

エラーを生じて、正常に受信できなかった場合は、ＮＡＫ＝１５Ｈを返信します。本体は再度、同じデータフレームを送信します。 

 

↓ 

６

５ 

機械番号 

ＦＳ 

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ

A0～A15

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ 

A16～A31 

          ←←←← 圧縮ﾃﾞｰﾀ   →→→→    H

P

･ 

･ 

↓ 

（最後のフレーム） 

６

５ 

機械番号 

ＦＳ 

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ

A0～A15

ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ 

A16～A31 

          ←←←← 圧縮ﾃﾞｰﾀ   →→→→    H

P

パソコンからＡＣＫを返信して、１０秒（ＡＣＫタイムアウト時間）間、データフレームを受信できないときが、終了です。 

 

 

 


